
地域連携推進会議 議事録 

 

【会議名】 

令和 7 年度地域連携推進会議 

 

【日時】 

令和 8 年 3 月 26 日（木）18:30〜19:30 

 

【場所】 

メゾン・ド・シーズ 

 

【出席者】 

〈ご利用者〉 土橋 来輝 さん ／ 今井 みらい さん 

〈ご家族〉 武山 弥生 さん（原 祥臣 さんご家族） 

〈2 区区長〉 大木 斉 さん 

〈民生委員〉 藤森 博明 さん 

〈学識経験者〉 井上 則子 さん（元信濃医療センター看護師長） 

〈下諏訪町福祉課〉 野澤 さん（欠席） 

〈シーズホーム管理者〉 小口 洋介  

 

【議題】 

1. グループホームの概要および利用条件について 

2. 入居者の 1 日の過ごし方について 

3. 地域における福祉サービスの利用状況 



4. 当グループホームにおける課題の報告 

5. 意見交換 

 

【議題 1：グループホームの概要および利用条件について】 

 別紙資料により説明をした。 

【議題 2：入居者の 1 日の過ごし方について】 

説明 

• 別紙スケジュール表を用いて、入居者の 1 日の流れ（起床、食事、日中活動、入浴、

就寝、夜間体制など）について説明が行われた。 

• 個々の生活リズムや特性に応じて、無理のないスケジュール調整を行っていることが 

共有された。 

･職員が不在となる、日中活動の内容について報告が行われた。 

【議題 3：地域における福祉サービスの利用状況】 

説明 

• 資料を用いて、下諏訪町における福祉サービスの利用状況について説明が行われた。 

• 福祉タクシーの助成状況、公共施設の割引制度、交通機関の割引サービスなど、町内

で利用可能な支援制度について概要が示された。 

 

【議題 4：当グループホームにおける課題の報告】 

報告 

• 各利用者ごとの障害特性や、男子棟・女子棟それぞれの特徴の違いがあり、対応の難

しさを感じていることが共有された。 

• 日中に職員が不在であるため、急な受診の付き添い等への対応が困難である状況が報

告された。 

  職員の勤務時間は 16 時〜翌朝 9 時 30 分までとなっている。 

 



 

【議題５：意見交換】 

• 利用者より：入浴介助や洗濯、夜間の見回りなどがあり、安心して暮らせているとの

声があった。 

• 民生委員より：職員は非常によく対応しており、今後も引き続き頑張ってほしいとの

意見があった。 

• ご家族より：息子の対応を丁寧に見てもらっており感謝している。今後もよろしくお

願いしたいとの発言があった。 

• 学識経験者より：定期的な健康チェックや救急搬送時に必要な書類整備の重要性につ

いて指摘があった。 

  → ホームとしても緊急時の持ち出し書類が十分ではないと感じており、アセスメント

シート等の充実を図る方針が示された。 

• 区長より：防災講座への参加は良い取り組みであり、今後は納涼祭や地域行事の案内

を 7 区とも連携して行っていきたいとの意見があった。 

・資料に一部数字の誤りの指摘があり、修正した。 

• ホームより：ホーム開設から男子棟、女子棟それぞれ 4 年・5 年が経過したことが報

告された。これも一重にご家族や地域の皆さまの支えによるものであり、感謝の意が示

された。今後も温かい目で見守っていただき、ご要望やご意見を頂戴しながらより良い

支援につなげていきたいとの思いが述べられた。 

・今回の議事録は HP に掲載または施設内に掲示することを説明し、了承が得られた。 

 

【次回会議】 

来年度開催も日時は未定。 

 


